
 

佐世保市保健福祉審議会 

令和７年度 第２回 高齢者福祉専門分科会 
      

 

日 時：令和７年７月２８日（月） １９時～２０時予定 

場 所：すこやかプラザ３階 デイケア室 

 

≪ 会 次 第 ≫ 

 

   １．開 会 

         

   ２．開会あいさつ 

    

   ３．議 事 

敬老特別乗車証交付事業について 

・概要の説明 

・前回ご質問いただいた内容への回答 

・施策の方向性 

・次回協議日程 

 

４．閉 会 

 

【配付資料】 

  ・資料１ 敬老特別乗車証にかかる現状と課題 

  ・資料２ 佐世保市高齢者専門分科会（第１回）でのご質問に対する回答 

  ・資料３ 高齢者の健康増進 施策の方向性  
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○敬老特別乗車証にかかる現状と課題

１　市民の意向（令和5年度市民アンケートから） ２　議会からの指摘（令和7年6月議会から）

　※50歳～89歳の市民、3,000人に送付（うち回答者数：1,750人） ◆林健二議員（財政負担の見直しについて）

　・財政負担の見直し

高齢者の健康増進に有効な手段 　　⇒投じている費用に対し結果が伴っていない

交通費助成 52.4% 　現行制度のような支援 　　　（約4.7億円/年に対し、交付者23,457人（交付率54.3％）

福祉施設助成 8.5% 　温泉施設等の利用料の支援 　　　強い姿勢で見直しに臨むべき

文化・娯楽施設助成 2.5% 　娯楽施設等の利用料の支援 　　　成果が大きくなるような予算支出方法を検討すること

飲食費助成 8.2% 　飲食店等での高齢者向け割引制度

運動や趣味に対する支援 12.4% 　心身の健康づくりに対する支援 ◆田山藤丸議員（公共交通の利用に係る支援策の在り方について）

地域活動への支援 5.5% 　地域行事など、地域活動への支援 　①制度の目的と現状の整合性

わからない 10.5% 　　⇒健康維持等を目的とする事業として、交付率が低いのでは

　　　また利用者の属性による偏り（都市部・周辺部）があるのでは

　②財政負担と費用対効果

敬老パスは必要か 　　⇒年4.7億円の予算を投じる事業としての効果は

絶対必要 41.7% 　　　同規模自治体と比較しているのか（自己負担等）

必要 40.2% 　③公平性と支援のあり方

無くても困らない 7.8% 　　⇒地域間の利用機会の不均衡是正

必要ない 1.6% 　④制度の持続可能性と拡張性

他の制度を考えるべき 8.6% 利用者負担額（１乗車あたり） 　　⇒バスのみではなく、他の交通事業者も活用すべき

１００円程度 69.0% 　⑤市民への丁寧な説明と同意形成

敬老パスの利用者負担 １５０円程度 9.0% 　⑥所得に応じた負担設計

無料のままがよい 63.8% ２００円程度 16.4% 　　⇒所得に配慮した利用者負担を設けてはどうか

利用者負担があってよい 36.2% その他 5.6%

資料１
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佐世保市高齢者福祉専門分科会（第１回）でのご質問に対する回答

1 外出支援の施策は他にあるのか

　福祉特別乗車証　　　…　障がいの等級に応じ交付される、バスの無料乗車証　※敬老パスと同趣旨事業

　（障がい福祉課）

　予約制乗合タクシー　…　路線バス廃線に伴う代替手段として、予約制乗合タクシーを運行

　（地域交通課）　　　　　乗車運賃は一部自己負担のみ（350円/片道）　残りは市負担。

2 高齢のドライバー数や事故件数はどれくらいか

長崎県内での免許所持者、事故件数

16歳以上人口 免許所持者 免許保有率

全       体 1,113,471人 826,542人 74.2% 2,639件 0.32%

65歳以上 431,895人 231,300人 53.6% 732件 0.32%

75歳以上 229,035人 71,704人 31.3% 325件 0.45%

※長崎県交通統計（令和5年実績）による 　　↑　

事故件数÷免許所持者

3 バスの運行状況など、路線の情報が欲しい

○西肥バスの路線廃止・減便の状況（令和元年度以降） ※路線等の状況は別紙参照

廃止 運行本数 減便数 減少率

それ以前 - 6,748本 - -

R4.3.24 17路線 5,683本 △1,065本 -15.8%

R5.4.1 - 5,216本 △467本 -8.2%

R6.4.1 2路線 4,755本 △461本 -8.8%

R7.4.1 12路線 4,118本 △637本 -13.4%

質問者 井手委員

99人99人99人269人

99人 74人 18人 7人

21人

13人

75歳以上 75～79歳 80～84歳 85～89歳

【参考】市民アンケート

問　：敬老パスを持っていない理由

回答：自家用車を運転しているため不要

事故件数 死者数

36人

資料２

松尾委員質問者

質問者 井手委員

烏帽子岳、弓張岳、宮津町線など

廃止路線名

新みなとターミナル線、須田尾線
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佐世保市のバス路線、その他補完交通の状況

○路線バス・鉄道以外の補完交通
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○高齢者の健康増進　施策の方向性

　佐世保市が考える健康増進 現制度に求められていること

　　①家に引き籠ることなく、積極的に外出する 　①現行制度における不公平感の是正

　　②生きがいを持ち、日々充実した日々を過ごす 　　👉交付率の向上として表れる

　　③適度な運動を日々実践し、健康を維持する 　②財政負担の縮減

Ａ案 Ｂ案 Ｃ案 Ｄ案

現行のような、交通費助成による

外出支援を促し、健康増進をはか

る

趣味講座等への参加費助成など、

生きがいを持つことでの健康増進

をはかる

歩くことでのポイント付与・助成

など、運動による健康増進をはか

る

高齢者の健康増進施策は一定充足

されているため、既存事業の拡充

により健康増進をはかる

・市内共通乗車証を交付 ・サークル活動等への活動助成 ・アプリと連携し、歩数に応じ ・想定事業

　バス、鉄道、デマンド、船、 　講師派遣、施設利用料など 　ポイント付与 　ふれあい・いきいきサロン

　タクシー ・趣味講座等への参加費助成 　老人クラブ活動助成

・乗り放題をやめ上限を設ける 　5,000円程度/年を想定

メリット ・外出支援は根強い人気がある ・より健康増進に直結した対策 ・より健康増進に直結した対策 ・既存事業のため、一定の効果

・現行制度からの移行に障害が 　となりうる 　となりうる 　を見込みやすい

　少ない ・財政縮減効果が大きい ・財政縮減効果が大きい ・財政縮減効果が大きい

・財政縮減効果が見込める

デメリット ・上限額次第であるものの、 ・制度が大きく変わり、周知・ ・制度が大きく変わり、周知・ ・制度が大きく変わり、周知・

　自己負担が大きい 　理解を得るのが困難 　理解を得るのが困難 　理解を得るのが困難

・制度が変わり、周知・理解を

　得るため努力が必要

・地域毎の利便性の差は残る

既存事業との統合運動支援

手法

生きがいづくり外出支援

資料３
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Ａ案）外出支援　の例　長崎市　高齢者交通費助成

ホームページから抜粋
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Ｂ案）生きがいづくり の例

※横須賀市ホームページより
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Ｃ案）運動支援の例　きさらづ健康アプリ「らづｆｉｔ」

木更津市が展開する「らづｆｉｔ」とは…

　 … 令和２年９月から

… 約６，５００人　※アクアコイン登録者全体の２割程度の方が登録

… ①一日7,000歩達成で５ポイント　

②同一月内に7,000歩達成×10回で、更に１０ポイント

… 令和４年度実績：約２４０万ポイント　※月１２万～２０万ポイント　+　ポイント増量キャンペーン

… 木更津市では、地域通貨であるアクアコインが先に提供開始され、らづｆｉｔが後発である。

よって、アクアコインの仕組みに合わせた組み立てが容易であり、スムーズに連携ができている。

… らづｆｉｔにおいて１年に一度、アプリ上でのアンケート調査を行っている。

　　始めたきっかけ：ポイントを貯めたい…67.2％、健康維持向上…42.5％、アクアコイン登録のついで…34.6％　など

　　利用の効果　　：ウォーキングへの意欲が高まった…68.5％

　　歩数の変化　　：増えた…57.0％

　　体の変化　　　：体力や筋力がついた…43.4％、体重が標準に近づいた…37.8％など

地域通貨との連携

利用者の声など

　「らづｆｉｔ」とは、日常生活の中で健康維持増進のために必要であると言われる「歩く」「運動する」などの身体活動を推進し、運動習

慣の獲得を図ることを目的とした歩数計健康アプリ機能である。

　また、条件を満たした場合、木更津市の地域通貨である「アクアコイン」と連動した行政ポイント「らづポイント」が付与される。

サ ー ビ ス 開 始

登 録 者 数

付 与 ポ イ ン ト

ポイント付与実績

アンケートの一部

令和５年調査時点情報

保健福祉部健康づくり課
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Ｄ案）既存事業との統合　ふれあいいきいきサロン 市社会福祉協議会HPより抜粋
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